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電流・磁界 名前

問1 磁石とコイルを用いた発電において、発生する電流をより大きくするための方法として、原理に基づいた正しい説明はどれか。 （2019年

鹿児島県公立入試 類似）

1. 磁力のより強い磁石を使用し、磁
界の変化の度合いを大きくする

2. ハンドルをゆっくり回すことで、
磁界の変化を長時間持続させる

3. コイルの巻き数を減らすことで、
電流が流れる際の抵抗を小さくする

4. 磁石とコイルをどちらも動かさな
いように固定し、磁界を安定させる

問2 電源（短い線が左側、長い線が右側で示される記号）、スイッチ、電流計、および2つの抵抗器を直列につないだ回路があります。この回路の導
線内における電子の移動方向と、定義された電流の向きの組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2020年 山形県公立入試 類似）

1. 電子は左から右（マイナス極から
プラス極）へ移動し、電流の向きも
左から右である。

2. 電子は左から右（マイナス極から
プラス極）へ移動し、電流の向きは
右から左である。

3. 電子は右から左（プラス極からマ
イナス極）へ移動し、電流の向きは
左から右である。

4. 電子は右から左（プラス極からマ
イナス極）へ移動し、電流の向きも
右から左である。

問3 抵抗の大きさが一定である電熱線において、消費される電力と、その電熱線に加える電圧との関係について正しく述べたものはどれか。 （2018年

長崎県公立入試 類似）

1. 電力は、加える電圧の大きさに比
例する

2. 電力は、加える電圧の大きさの2
乗に反比例する

3. 電力は、加える電圧の大きさの2
乗に比例する

4. 電力は、加える電圧の大きさに反
比例する

問4 「100V-40W」の表示がある電球Aと、「100V-100W」の表示がある電球Bを用意しました。まず、これら2つの電球を電源に対して並列につ
なぎ100Vの電圧を加えたところ、一方がより明るく点灯しました。次に、同じ2つの電球を電源に対して直列につなぎ替えて100Vの電圧を加え
たところ、並列のときとは異なる結果が得られました。それぞれの回路において、より明るく点灯した電球の組み合わせとして正しいものを選
びなさい。 （2026年 滋賀県公立入試 類似）

1. 並列回路でも直列回路でも、常に
電球Bの方が明るい

2. 並列回路では電球Bが明るく、直
列回路では電球Aが明るい

3. 並列回路でも直列回路でも、常に
電球Aの方が明るい

4. 並列回路では電球Aが明るく、直
列回路では電球Bが明るい

問5 並列回路において、各枝に分かれて流れる電流の大きさと、その枝にある抵抗器の抵抗値との関係について述べた文として、最も適切なものは
どれですか。ただし、電源の電圧は一定であるものとします。 （2021年 福岡県公立入試 類似）

1. 各枝の抵抗値の大きさに関わらず
、流れる電流の大きさはどこも等し
い。

2. 抵抗値が大きい枝ほど、流れる電
流の大きさも大きくなる。

3. 各枝を流れる電流の大きさは、そ
れぞれの抵抗値に比例する。

4. 各枝を流れる電流の大きさは、そ
れぞれの抵抗値に反比例する。

問6 電熱線を用いて水を温める実験において、電熱線が発生させた熱量（発熱量）と、実際に水が得た熱量を比較すると、一般に水が得た熱量の方
が少なくなります。その理由として最も適切なものはどれですか。 （2015年 兵庫県公立入試 類似）

1. 発生した熱の一部が、空気中へ逃
げたり容器を温めたりすることに使
われたため

2. 電熱線から発生する熱は、水の温
度を上げる性質を持っていないため

3. 電流が電熱線を通過する際に、エ
ネルギーの一部が消滅してしまった
ため

4. 水の質量が大きすぎるため、熱が
水の内部まで到達するのに時間がか
かるため

問7 電流のまわりにできる磁界の性質について、原理に基づいた説明として正しいものはどれですか。 （2022年 静岡県公立入試 類似）

1. 導線から離れるほど、磁束の密度
が高まり磁界の強さは強くなる。

2. 電流の向きを逆にしても、磁界の
向きが変わることはない。

3. 流れる電流の強さを大きくしても
、磁界の強さが変化することはない
。

4. 右ねじを進める向きを電流の向き
とすると、ねじを回す向きが磁界の
向きと一致する。

問8 放電管内にできる光るすじの上下にそれぞれ電極を配置し、上側の電極をプラス極、下側の電極をマイナス極にして電圧を加えました。このと
き、光るすじの進む向きはどのように変化しますか。最も適当なものを選びなさい。 （2025年 徳島県公立入試 類似）

1.
上側のプラス極に向かって曲がる。

2. 電極の影響を受けず、まっすぐ直
進する。

3. 下側のマイナス極に向かって曲が
る。

4. 途中で打ち消し合って消えてしま
う。

問9 コイルに検流計をつなぎ、磁石を近づけたり遠ざけたりしたときに流れる誘導電流を、より大きくするための条件として正しい組み合わせはど
れですか。 （2022年 大分県公立入試 類似）

1. コイルの巻き数を減らし、磁力の
弱い磁石を使い、磁石をゆっくり動
かす。

2. コイルの巻き数を増やし、磁力の
強い磁石を使い、磁石を速く動かす
。

3. コイルの巻き数を減らし、磁石の
大きさを大きくして、磁石を動かす
向きを逆にする。

4. コイルの巻き数を増やし、磁石の
N極とS極を入れ替えて、磁石をゆっ
くり動かす。

問10 発泡ポリスチレンのコップに100gの水と電熱線を入れ、6Vの電圧をかけて1.5Aの電流を流し続ける実験を行った。このとき、5分間に電熱線か
ら発生した熱量は何Jか。最も適切な数値を選択せよ。 （2022年 千葉県公立入試 類似）

1. 9J 2. 540J 3. 2700J 4. 45J

問11 電流計を回路に直列に接続して電流の大きさを測定する際、流れる電流の大きさが予想できない場合に電流計の故障を防ぐための操作として、
最も適切なものはどれですか。ただし、電源のプラス極側は電流計のプラス端子に正しく接続されているものとします。 （2017年 三重県公立入試 類似）

1. 中間の大きさの電流を測定できる
500mAのマイナス端子に接続する

2. 最小の電流まで測定できる50mA
のマイナス端子に接続する

3. マイナス端子には接続せず、プラ
ス端子のみを接続して様子を見る

4. 最大の電流まで測定できる5Aのマ
イナス端子に接続する

問12 抵抗器B（10Ω）と抵抗器C（20Ω）を直列につなぎ、これらと抵抗器A（30Ω）を並列につないだ回路を作成しました。この回路全体の合成抵
抗は何Ωになりますか。数値として適切なものを選びなさい。 （2023年 岐阜県公立入試 類似）

1. 10Ω 2. 60Ω 3. 15Ω 4. 30Ω

問13 電熱線aを用いた実験において、電熱線に加える電圧を0.5V、1.0V、1.5V、2.0Vと順に変化させたところ、流れる電流はそれぞれ20mA、40m
A、60mA、80mAという結果になりました。この電熱線aの電気抵抗の値として適切なものはどれですか。 （2019年 新潟県公立入試 類似）

1. 0.025Ω 2. 40Ω 3. 25Ω 4. 250Ω
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

磁力のより強い磁石を使用し、磁界の変化の
度合いを大きくする

電磁誘導によって発生する電流を大きくするためには、単位時間あたりの磁界の変化を大きく
する必要があります。磁力の強い磁石を用いる、コイルの巻き数を増やす、あるいは磁石やコ
イルを動かす速さを速くするといった操作により、磁界の変化がより顕著になり、誘導起電力
（電圧）が高まります。

問2 答え 2
電子は左から右（マイナス極からプラス極）
へ移動し、電流の向きは右から左である。

回路図の電源記号において、短い線はマイナス極、長い線はプラス極を表します。この回路設
定では左側がマイナス極、右側がプラス極となるため、負の電気をもつ電子は左から右へと移
動します。一方で、電流は常にプラス極からマイナス極へと流れるものと定義されているため
、電流の向きは右から左となります。このように、電子の移動方向と電流の向きは常に逆にな
ります。

問3 答え 3
電力は、加える電圧の大きさの2乗に比例す
る

抵抗が一定の場合、オームの法則により流れる電流は電圧に比例して変化する。電力は「電圧
× 電流」という式で表されるため、電圧が2倍になれば電流も2倍になり、電力は2の2乗であ
る4倍になる。したがって、電力は電圧の2乗に比例する性質を持つ。

問4 答え 2
並列回路では電球Bが明るく、直列回路では
電球Aが明るい

並列回路では、それぞれの電球に電源と同じ100Vの電圧がかかるため、表示されている定格
消費電力が大きい電球B（100W）の方が、電球A（40W）よりも明るく点灯します。一方、
直列回路では回路全体に流れる電流が一定になります。電球の抵抗は定格消費電力が小さいほ
ど大きくなるため、電球Aの方が電球Bよりも抵抗が大きくなります。電力は（電流の2乗×抵
抗）で求められるため、電流が共通の直列回路では、抵抗の大きい電球Aの方が消費電力が大
きくなり、明るく点灯します。

問5 答え 4
各枝を流れる電流の大きさは、それぞれの抵
抗値に反比例する。

並列回路では各枝に加わる電圧が一定であるため、オームの法則「電流(I)＝電圧(V)÷抵抗(R)
」の関係より、電流は抵抗に反比例します。つまり、抵抗が2倍、3倍になると、流れる電流は
1/2倍、1/3倍になります。このため、抵抗が小さい道ほど電流が流れやすくなります。

問6 答え 1
発生した熱の一部が、空気中へ逃げたり容器
を温めたりすることに使われたため

電熱線に電流を流すことで発生した熱エネルギーは、すべてが水に吸収されるわけではありま
せん。実験装置の周囲の空気を温めて逃げていったり、水を保持している容器自体の温度を上
げたりすることに消費されます。そのため、水が得た熱量は、電熱線の計算上の全発熱量より
も必ず小さな値となります。

問7 答え 4
右ねじを進める向きを電流の向きとすると、
ねじを回す向きが磁界の向きと一致する。

電流による磁界の向きを決定する原理は「右ねじの法則」と呼ばれます。電流の向きを右ねじ
の進む方向に例えると、ねじを回す方向が磁界の向きとなります。また、磁界の強さは電流が
強いほど強く、導線から離れるほど弱くなるという性質があります。

問8 答え 1
上側のプラス極に向かって曲がる。

放電管の中を通る光るすじ（陰極線）は、マイナスの電気（負の電荷）を持った電子の流れで
す。そのため、上下に電圧を加えると、プラスの電気に引きつけられて上側のプラス極に向か
って曲がります。

問9 答え 2
コイルの巻き数を増やし、磁力の強い磁石を
使い、磁石を速く動かす。

電磁誘導によって生じる誘導電流の大きさは、単位時間あたりの磁界の変化量に比例します。
そのため、コイルの巻き数を増やすこと、磁力の強い磁石を用いること、および磁石を動かす
速さを上げることの3点が、電流を大きくするための主要な条件となります。

問1
0

答え 3
2700J

まず、電熱線の電力は 6V × 1.5A ＝ 9W
と求められる。次に、熱量を求めるための時間は「秒」で計算する必要があるため、5分間は
5 × 60 ＝ 300秒となる。したがって、発生した熱量は 9W × 300秒 ＝ 2700J
と算出される。5分を秒に直さずに計算して 45J としないよう注意が必要である。

問1
1

答え 4
最大の電流まで測定できる5Aのマイナス端子
に接続する

電流計に許容範囲を超える大きな電流が流れると、指針が振り切れて内部の機構が故障する恐
れがあります。そのため、まずは最も大きな電流まで測定可能な5A端子を選択し、針の振れ
が小さいことを確認してから、より小さな値を正確に読み取れる500mAや50mAの端子へと
順次つなぎ替えるのが正しい手順です。

問1
2

答え 3
15Ω

まず、直列に接続されている抵抗器Bと抵抗器Cの系統の抵抗を計算します。直列接続の抵抗
は各抵抗の和で求められるため、10Ω ＋ 20Ω ＝ 30Ωとなります。次に、この30Ωの系統と
、30Ωの抵抗器Aが並列に接続されていると考えます。並列接続の合成抵抗の逆数は、各系統
の抵抗の逆数の和になるため、1/30 ＋ 1/30 ＝ 2/30 ＝ 1/15
となります。この逆数をとることで、回路全体の抵抗は15Ωであると導き出せます。

問1
3

答え 3
25Ω

オームの法則を利用して、電圧を電流で割ることで電気抵抗を算出します。この際、電流の単
位をミリアンペア（mA）からアンペア（A）に換算する必要があります。例えば、電圧が1.0
Vのとき電流は40mA（0.04A）なので、1.0 ÷ 0.04 = 25Ωとなります。他の測定値を用いて
も、電圧と電流は比例関係にあるため、同様に25Ωと求められます。


